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新交通システム高架橋におけるフィンガ－ジョイントの接触対策工事の有効性評価 
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1. はじめに 

神戸新交通㈱のポ－トアイランド線の一部の高架橋にて，地盤変動が主要因と考えられる橋脚の変位およ

びフィンガ－ジョイントの遊間減少や干渉が生じている．この短期対策として，橋梁桁端部の変位制限装置

に鋼材を設置する工事が施工され，その有効性を橋桁の変位と振動特性から検証する．検証の対象として，

健全な橋桁である B555，フィンガ－ジョイントが接触している橋桁の B557，B558 の橋桁中央部の活荷重載

荷時の鉛直方向および橋軸水平方向の変位を対策工事の事前事後に計測する．なお，今回の計測では，非接

触での計測が可能な家庭用デジタルビデオカメラ（以下 HDVC と称す）の変位計測システムを用いる 1）． 

2. 不具合対策 

 対策前では，橋脚上部でフィンガ－ジョイントが接触している（写真-1）．原因として下部工が地盤変動の

影響を受け変位したことにより，フィンガ－ジョイントが接触したものと考えられる．対策としては前記の

ように，軌道内走行路伸縮装置部の不具合を解消するため，桁間においてジャッキにより遊間を確保し，橋

梁桁端部に設置されている変位制限装置の間にフィンガ－ジョイントの遊間確保のための鋼材（Ａ部）を設

置している（写真-2，3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. HDVC による計測手法 

3.1. 計測機器 

本計測に用いる HDVC は以下の仕様とする． 

動画画素数：1920×1080pixel（X×Y 方向） 

撮影画数：60（枚／秒），ターゲット：測量機器の反射板 

HDVC は周辺の地盤振動の影響が少ない箇所に設置し，対象橋桁支間

中央下端にターゲットを貼り付け，各橋桁をそれぞれ 1 台の HDVC で撮

影する（写真-4）．そのため，各 HDVC はケーブルにて連結し撮影画像

の同期を計る． 

3.2. HDVC による変位算出の手法 2） 

HDVC による変位算出の手法は，パターンマッチングによる

画像解析を行い変位の推定をする．すなわち，最初の画面でタ

ーゲットの視覚的特徴や画素値を標準テンプレートとして認識
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写真-4 HDVC による橋桁の計測状況 

写真-1 フィンガ－ジョイント接触状況 写真-2 鋼材設置前 写真-3 鋼材設置後 
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図-1 活荷重載荷時の時系列応答変位図 

し，それ以降の入力画像とのマッチングを行い，同じパターンが画像中のどの位置にあるかを算出する．こ

れによって画素の長さが得られる値の精度（1pixel = 1mm の場合の精度は 1mm）となる．この精度を向上さ

せるための手法としてサブピクセル位置推定を使用しているが，この手法で 4 倍の精度向上効果があること

が分かっている（システム言語 LabVIEW7.0 の場合）． 

4. 対象橋桁の諸元と計測の概要 

対象橋桁の諸元は，表-1 の通りである．また，荷重は新交通シ

ステムの営業車両を用いる． 

5. 計測結果 

健全桁 B555 および対策工事前後の橋桁 B557，B558 の時系列応

答変位図を図-1 に示す． 

5.1 鉛直方向変位 

 図-1 により，橋桁の鉛直 Y 方向の変位量は，対策工事の前後に

おいて大きな変化は無い．また，通過車両による差もほとんど認

められない．変位量が設計値の 43%程度であることからも，橋桁

の健全性に問題が無いことが確認できる．一方，事前事後の値に

変化がないことは橋桁の軸力に大きな変化がないことが想定され

る． 

5.2 橋軸水平方向変位 

対策工事後において，橋軸 X 方向の動きが小さくなっており，

B557 と B558 を比較すると B558 において顕著に認められる．こ

れは遊間確保の鋼材が有効に機能していることを示しており，

B558 の方が対策工事前の遊間が小さかったことと対応している． 

また，時系列応答変位を 2 回微分し得られる応答加速度の FFT

解析結果にて，健全部 B555 の高周波数成分の卓越が事後計測の

結果と類似していることを確認している．このことも対策工事が

有効であることを示している． 

6. まとめ 

今回の計測結果から，短期対策として実施した橋梁桁端部の変

位制限装置への遊間確保のための鋼材設置が有効に機能し，橋桁

が健全になったことが確認出来た．また，地盤変動に対する中長

期対策として，現状を把握するための計測，地盤変動予測，桁配

置計画，対策設計を検討する予定である． 

 

【参考文献】 

1)岡重嘉泰，海老原学，川谷充郎，金哲佑，三谷欣也：家庭用デジタルビデ

オカメラを用いた鋼上路ア－チ橋梁の変位計測と振動特性，土木学会第

67 回年次学術講演会講演概要，2012.9. 

2)ディジタル画像処理（Digital Image Processing），㈶画像情報教育振興協会 

CG-ARTS 協会 

 

 

 

土木学会第68回年次学術講演会(平成25年9月)

 

-658-

 

Ⅰ-329

 


